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いうのは， 1970年代に， infra particleという話をやった人です.infra particleというのは，
massive particleがmasslessparticleと相互作用していると， discrete spectrumがなくなる
という， electronなんかそうなのですね，そういう話をやった人なのです.
その彼が最近， anti-superstringを，えらく頑張ってやっているのです.彼はもともとは







自身ではないのですけれども， extra dimensionとか， quantized spacetimeとか，そうし、う
話の批判をちょっと書いたものですから，論文を出さなし1かという話になりました.


















いう iburstJとしづ言葉を使ったので、すけれども， iburstJの過去形は iburstedJだと思っ
ていたら， iburstJは過去形も iburstJだと.つまり不規則動詞なのです.そういうコメン
3http:j jwww.math.columbia.edu;-woitjwordpressj?皿=200610"Some Early Criticism of String Theory" 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































はいまだにpionは， N ambu-Goldstone Bosonではないと確信しておられるんで、すって.な
んでかというと， m回 sがあるじゃなし1かというので，あれぐらい頑固な先生ですからね.
でも，私は今日，思ったのは，経済とか環境とか，そういう話をした方と，素粒子の人，
昨日の蔵本さんもそうだと思うんですけれども，人にわかるように話をしない.私が，蔵本
先生に，あなたの話はよくわからなかったと言ったら， fそんなこと言うけど，弦理論はさっ
ぱりわからなかったわ」と言われました.
やっぱり，他領域の人と話をするのは大切ですね.実験の人なんか，いつもお金を取りに
行かんならんから，どうしてもやさしい言葉で話すのに慣れているけど，どうもこういう感
じのところの分野は，コアの部分は， もうちょっと人に分かるように話して欲しいという気
がしますけどね.いい勉強になったんじゃなし、かと思います.偉そうなことを言ってすみま
せん
佐々木:どちらに振りましょうか.そんなに若くないけど，そうだな.ちょっとそこらへんにゃく
ざな，僕の後輩がいますから.何か一言話してください.
伊沢:先輩の佐々木先生からのご指名なので.最近物理からかなり離れていて，教育側からも知れ
ませんが，ちょこつと.
私の場合，湯川・朝永両先生とのお付き合いといえば，朝永先生は大学 1年生に入った，
30年前に，小谷正雄先生とだったかな， 2回に分かれて集中講義に来られまして，お話をう
かがし、ました.
朝永先生が亡くなったのが，ちょうど4年生の夏休みで， 9月の最初の授業に，田中正先
生の素粒子物理だ、ったかな，で，入試の前だから，学生が少ないのでやめようかなんていう
話の後で，朝永先生の想い出話をされたのを，いまでもよく覚えております.
湯川先生は，私は直接お会いしたことが一回もないのですが，ちょうど私の先生の林忠四
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?
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郎先生の親分ですから，田中先生の前任者だと思うんですけど， ドクターの 1年のときかな，
亡くなられて，ちょうど香典を出したのが，唯一の僕の，湯川先生との縁でございます.
普段，どうしても教育側をやっていますけれども，かなり研究のほうからは離れておりま
すけど，こういう機会にまとめていろいろな話を聴けるのは，非常にありがたい機会です
し，私もかなり若い頃から，そういう historicalなのことに興味を持って，いろいろな，林
研の昔のこととか，興味を持っていろいろと調べたこともございまして，非常にありがたく
て，できればもう少し，いろいろな方がおっしゃっておられたように，もう少し若い方が出
て，こういう貴重な機会だからと思いますので， もう少しまた.
それとまた，できれば来年，私は出られるかわかりませんけれども，またこういう機会が
あることを，非常に強く期待したいと思います.坂東先生，よろしくお願いいたします.
それともう一つ，もう少し若い方も出られるような，コマーシャルか何かを，積極的にさ
れていただければと思います.簡単でございますけど，先輩のご指名でございましたので.
佐々木:どうもどうもありがとうございます.
いま，伊沢くんが言ったのは本当にそのとおりで， もったいないんですね，実に.一応，
インターネットで流れているとはいえ，これだけの方に集まってもらって，これだけの話を
していただいているのに，若い人がほとんどいない.それは実は，われわれの責任なんだと
思うんですね.若い連中がそんなのを聴いたって，役に立たんと，要するに飯の種にならん
と思っているのですね.
確かに，非常に短期間的にはそうなんでしょうけれども，そういう話を聴くことが，実は
自分の飯の種になるんだということを，例えば佐藤さん，あれ.帰っちゃった.
坂東:佐藤さんね，明日の朝，早いから帰らはった.
佐々木:どうやって，若い連中に納得させたらいいのかなと.
いろいろと，今日うかがったこととか，いろいろな方が言われたこと，ここでも言われた
ことは，全部それぞれ，すべて，まったくそのとおりなのですが，ただ，われわれはそれ
を，やっぱり次の年代に伝える役割があるのですが，どうやって伝えるかということに関し
ては，どなたも言わない.何にもおっしゃらなかったのですね，今日.
それがちょっと，残念というか，実はそこが一番難しいので，誰も自信を持って言えない
ことなんだろうと思うんですけれども，なんとか，し、かにして次の世代に伝えるか，伝えた
いことはたくさんある.わかっているんです.伝えたい内容もわかっているんだけれども，
どうやって伝えたらいいのかということを， どうやってやったらいいんでしょうね.知恵を
絞ってください.物理学会長がやっぱり責任がある， というぐらいで.
どうでしょうか.そろそろお時間のほうは.ごめんなさい.いろいろとまだ，発言されて
いない方，あるいは一旦発言したけど，まだ言い足りなかった.川崎先生なんか，そういう
顔をちょっとされていますけど.いいですか.山田さんとかはどうですか.どなたか.そこ
も多少，若いっていったら若いな.
林先生の不肖の弟子の不肖の弟子ですね.孫弟子ぐらいになる.真貝くんといいますが.
坂東:不肖の弟子って佐々木さんのこと?
佐々木:僕らの年代の連中は，みんな不肖の弟子です.前田恵一の弟子です.
真員:突然振られてしまいましたけれども.
私もひやかしのつもりで，この研究会に登録したら，若い人がいないのでというので，明
日の座長まで頼まれてしまいまして，恐縮しております.
私は十何年も前に，基研のこのアトム型研究員で， 1カ月， 2カ月滞在したことから，示
都大学と縁を持てまして，非常にうれしく思っています.僕はポスドクが 11年ぐらい続い
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「基礎物理学の現状と未来一学問の系譜・湯川・朝永をうけて-J
て，やっと今年，就職できたのですけれども，その間も基研にアカウントを持っていたおか
げで，研究活動が細々と続けられまして，非常に感謝しております.
今回，この研究会で，みなさん，本当に教科書の著者としてしか名前を存じ上げなかった
先生方が，直接，生き生きと話されているということに，私は非常にうれしく思います.私
自身も，先生方のように，一言一言の重みがあるような発言ができるように，かっ，はきは
きとものが言えるような大人になりたいなと思っています.ありがとうございました.
佐々木:どうもありがとうございました.
あっ，藤井さん.1時間は話しでもかまいません.
藤井:僕は湯川先生や朝永先生は，実はあまりよく知らない世代なのです.ただ，接点があるとす
れば， 1954年に，初めて若者の夏の学校というのをやったのです.それは亀淵先生や大貫先
生に手伝ってもらったようなところもありますが，結局，湯川先生を紹介していただいて，
信州の木崎湖というところで夏の学校，信濃教育会としづ場所を借りていただいた.そして
なぜか僕がいろいろと世話をして，最初の校長先生になって，行ったので、す.大町の教育委
員会でしたね.大町の教育委員会の要求は，湯川先生に来ていただいて，講演していただく.
それも湯川先生にお願いしたら， rいいですよJということ.
で，僕らはあそこに集まって，楽しくやっていたら，突然，電話か何かあって，湯川先生
がどうしても行けないのです.その代わりに，朝永先生を推薦する.朝永先生は，まだノー
ベル賞をもらっていらっしゃらなかった.それで次の日に見たら，湖水周辺の道路に，大町
の選挙カーみたいなあれが走るわけです.町の講演会ですので， r湯川先生の代理で，朝永
先生が明日おいでになります.みなさん」という宣伝が回りました.みんなそれを聴いて，
えへへと笑っていました.
朝永先生がおいで、になって，落語をおやりになりました.その前にも， r若者をどうした
らいいかJって，僕はちょっと， suggestionでもあるんです.朝永先生は，みんながなにか，
雑談みたいなものをしていました.そのときに，いま，阪大にいて，もうお辞めになったの
かな，長嶋さんが立ち上がって， rこんな素粒子の勉強ばっかりやっていて，お嫁さんが来る
のかなJと言ったら，朝永先生が「大丈夫だよJって言ったんで、す.そして大丈夫になった
んですね.ご存じでしょう.知らない? 長嶋さんの奥さんは，朝永先生が世話したという
解釈もあります.そういう信頼もあったのです.
別の日には，朝永先生お得意の，落語を披露なさった.これはあんまり，大きな声で言え
ないんですが，朝永先生がしゃべったことだから，まあいいだろうな.落語みたいなもので，
あの当時，やっと角砂糖というきれいなものが出回るようになったので、す.それで，設定は
もう，全然忘れちゃったんだけど，朝永先生のお話では，男の子たちが集まって，紅茶か何
かを飲んでいたのです.その世話した奥さんが，気に入らないと言うのです，みんな， トイ
レに行くんですけど，帰ってきてそのまま，角砂糖をつまんで，紅茶に入れるっていうわけ
だね.奥さまが文句をおっしゃった.ということを，多分，世話人がいて，それは学生の人
で，恐縮して，なんかしのばせた.
しばらくして，ここで会食していた連中がトイレに行ったんです.そうしたら，なんと，
トイレの前に，挟むものが置いてあったんです.これでおしまいです.
若者を集めるんだったら，昔だったらこうだからね.いまだったら，別のことをお考えに
なって.
坂東:だ、いぶ時間が経ってしまいました.そろそろおひらきですね. どうもありがとうございまし
た.今日，実は，昨日から学術情報メディアセンタという，京大のなかにセンターがあるの
ですけれども，そこの方々に，今年は写真を撮っていただいております.実はこれは，プロ
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ジェクトといいますか，有価資料をもうちょっときちんと，系譜も含めてやろうということ
で，九後さんと，学術情報メディアセンター長の美濃先生とで，プロジェクトを組んでいた
だきました.そのおかげで，今年はプロに撮っていただいて，青木さんがその後ろで指導し
ているというかたちになっておりますけれども，ずっとご飯も食べないで，どうもありがと
うございました.
言い足りないこともあると思いますが，また明日，早く来てでも，話していただければと
思います.本当に今日は長い間，ありがとうございました.
phl0中西/日置/佐藤文，坂東//石原，南部/)1崎/池田//田中正/坂東//田中]E，坂東，橋本/九後/坂東，小林
?
??
? ??
?
?
